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2017 Apr 2；富山． 
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21；金沢． 
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15)  伊東伸祐，舘野宏彦，高倉大匡，藤坂実千郎，將積日出夫．当科におけるスギ花粉症に対する舌下免疫療法の使用
経験．第 38 回富山免疫アレルギー研究会；2017 Jun 8；富山． 
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Jun 8-9；京都． 
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会；2017 Oct 19-20；福岡． 
29)  西島由美，藤坂実千郎, 將積日出夫．高齢者の人工内耳常時装用に影響を及ぼす要因についての検討．第 62 回日本
聴覚医学会；2017 Oct 19-20；福岡． 
30)  藤坂実千郎，中西亮人，將積日出夫．耳科手術用ドレッシングバンドの有用性について．第 19 回耳鼻咽喉科手術支
援システム・ナビ研究会；2017 Oct 21；福岡． 
31)  阿部秀晴，中里 瑛，石田正幸，将積日出夫．放射線治療後晩期障害の咽頭潰瘍に対する漢方使用例．第 33 回日本
耳鼻咽喉科漢方研究会；2017 Oct 28；東京． 
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2017 Dec 3；富山． 
35)  中里 瑛，赤荻勝一．脾出血をともなった伝染性単核球症の一例．第 69 回日耳鼻富山県地方部会；2017 Dec 3；富
山． 
36)  將積日出夫，髙倉大匡，藤坂実千郎，上田直子，浅井正嗣，渡辺行雄，坪田雅仁．難治性内リンパ水腫疾患に対す
る新型鼓膜マッサージ器の長期治療成績．第 76 回日本めまい平衡医学会；2017 Nov 30-Dec 1；軽井沢． 
37)  髙倉大匡，Nguyen Nghia T，伊東伸祐，西条寿夫，將積日出夫．全頭型 NIRS 測定装置を用いた動的姿勢制御中の大
脳皮質血流応答の計測．第 76 回日本めまい平衡医学会；2017 Nov 30-Dec 1；軽井沢． 
38)  伊東伸祐，髙倉大匡，藤坂実千郎，赤荻勝一，將積日出夫，渡辺行雄，鈴木 衞，武田憲昭．同側型遅発性内リン
パ水腫の疫学的検討．第 76 回日本めまい平衡医学会；2017 Nov 30-Dec 1；軽井沢． 




40)  上田直子，浅井正嗣，將積日出夫．重心動揺単位面積軌跡長と心理的評価スコアの検討．第 76 回日本めまい平衡医
学会；2017 Nov 30-Dec 1；軽井沢． 
41)  Trong Nguyen Nghia*，和田佳郎，上田直子，將積日出夫．Clinical values of the head tilt-subjective visual vertical test and 
oVEMP．第 76 回日本めまい平衡医学会；2017 Nov 30-Dec 1；軽井沢． 
 
◆ その他 
1)  將積日出夫，岩崎真一，堀井 新，北原 糺，青木光広，一般社団法人日本めまい平衡医学会疫学調査委員会．前
庭誘発筋電位検査（VEMP）およびビデオヘッドインパルステスト（vHIT）の普及に関するアンケート調査結果．
Equilibrium Res．2017 Feb；76(1)：43-6． 
2)  將積日出夫．症例に学ぶ、見逃してはいけないサイン．Kyorin Medical Bridge 耳鼻咽喉科コンテンツ；2017． 
3)  將積日出夫．内リンパ水腫疾患の診断と治療－Update－．第 10 回岡山めまい研究会；2017 Feb 15；岡山． 
4)  阿部秀晴．症例より見る当院での甲状腺癌診療の実際．エーザイ株式会社 MR 実践研修会；2017 Apr 28；富山． 
5)  將積日出夫．人工内耳とめまい．第 291 回富山県聴覚障害研究会；2017 May 10；富山． 
6)  將積日出夫．難治性めまいの診断と治療－メニエール病を中心に－．第 35 回北海道めまい研究会；2017 Mar 18；札
幌． 
7)  將積日出夫．スギアレルギー．アレルギー疾患市民公開講座 in 富山；2017 May 27；富山． 
8)  將積日出夫．医療最前線－めまい－．平成 29 年度老人クラブリーダー研修会；2017 May 31；富山． 
9)  將積日出夫．めまいと人工内耳．第 28 回人工内耳友の会「ACITA」全国大会；2017 Jun 10；富山． 
10)  藤坂実千郎．人工内耳と子供たち－明るい「あした」を目指して－．第 28 回人工内耳友の会「ACITA」全国大会；
2017 Jun 10；富山． 
11)  將積日出夫．難治性めまいの診断と治療－up to date－．第 19 回山形めまい研究会；2017 Jun 22；山形． 
12)  將積日出夫．めまい治療の最前線．第 423 回富山県病院薬剤師会学術講演会；2017 Jun 24；富山． 
13)  舘野宏彦．当科におけるアレルギー性鼻炎の診断と治療の現状について．氷見市医師会学術講演会；2017 Jun 28；
氷見． 
14)  將積日出夫．VEMP．第 47 回平衡機能検査技術講習会；2017 Aug 9；東京． 
15)  將積日出夫．めまいの診断と治療－難治例を中心に－．大阪めまいフォーラム；2017 Oct 28；大阪． 
16)  將積日出夫．めまいに対する漢方の治療経験．第 28 回北陸耳鼻咽喉科漢方研究会；2017 Nov 16；金沢． 
17)  藤坂実千郎，西島由美．聴覚医学会の興味ある演題について．第 294 回富山県聴覚障害研究会；2017 Nov 29；富山． 
18)  西島由美，藤坂実千郎．聴覚医学会での興味ある演題．第 294 回富山県聴覚障害研究会；2017 Nov 29；富山． 
19)  藤坂実千郎．最新の補聴器の機能と価格．日耳鼻富山県地方部会第 6 回「日本耳鼻咽喉科学会補聴器相談医」資格
更新のための講習会；2017 Dec 3；富山． 
20)  藤坂実千郎．補聴器キーパーソン会議から－補聴器診療情報提供書などについて－．日耳鼻富山県地方部会第 6 回
「日本耳鼻咽喉科学会補聴器相談医」資格更新のための講習会；2017 Dec 3；富山． 
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